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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

  「環境三法」の法制化により、畜産農家の糞尿処理対策が更に切実な課題となってきている。一方で、畜

舎設計規準が改訂されたことにより規制が緩和され、構造材としてJIS及びJAS製品に限らず古電柱などの

使用が可能、1000㎡以下なら屋根材として樹脂板や硬質ﾌｨﾙﾑの使用が可能となるなど、工夫次第で低コ

ストに堆肥舎を設置できるように なってきた。 

  現在開発に取り組んでいる20～30頭規模の酪農家を想定した、作業機械による切り返し方式の低コスト

堆肥舎の試作にあたり、県内畜産農家の事例を調査したところ、資材 を工夫し、１㎡あたり２万円以下で

堆肥舎を設置している先進的な事例が得られた。 

  (1)堆肥舎の構造(材)で低コスト化に有効なタイプ 

   ア 古電柱を利用した片流れ屋根のタイプ(Ａ牧場、Ｂ牧場) 

   イ 市販のパイプハウスを利用したタイプ(Ｃ牧場、Ｄ農場) 

   ウ 市販のセット資材による鉄骨ハウスを利用したタイプ(Ｅ牧場) 

  (2)堆肥舎各部分の工夫点 

   ア 屋根：太陽ｴﾈﾙｷﾞｰが利用できる透明又は半透明な資材を利用する。 

   イ 側壁：ｺﾝｸﾘｰﾄＬ型擁壁や木製ｺﾝﾊﾟﾈを利用する。 

   ウ 床 ：ほとんどがｺﾝｸﾘｰﾄを使用していたが、ｺﾝｸﾘｰﾄの代用として、地下に防水シートを広げ、その上

に山砂を突き固めている事例があった。 

 

 ２ 期待される効果 

  畜産農家が低コストに堆肥舎を設置する際の具体的な参考事例となる。 

 

 ３ 適用範囲 

  重機等作業機による切り返し方式の堆肥舎設置を予定している畜産農家 

 

 ４ 普及上の留意点 

(1)畜舎設計規準については、都市計画法の市街化区域内など、地域によっては適用にならない場合があ

るので 

 注意する。 

(2)低コストで堆肥舎を設置する場合、地域の環境に合わせた耐久性を考慮する。特に防風対策には留意

する。 



 



 


